

























写真 1　金属探知機で廃品を探し出す「拾荒人」 写真 2　廃品を運ぶ「回収人」
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れのなかで、集団所有の回収企業の組織体制が徐々に弱体化し、ついに 1984 年から民間企 






















　ごみ村で出会った W 氏（1955 年生まれ）のことを取り上げてみよう（写真 1）。W 氏は 
もともと河北省の農村で暮らしていたが、村の一人当たりの農地は僅か平均 0.7 畝（約 6.67
アール）しかなく、貧しい生活を送ってきた。1990 年代ごろ、商品経済が農村へ浸透し、 
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収集できる廃品の量が限られており、収入は極めて少なかった。2010 年に知り合いの同郷 
人から中古の金属探知機を購入してからは、ごみのなかから効率よく金属を探し出すこと
ができ、廃品の収集量が増えるようになったという。
　仮に「拾荒人」や「回収人」の活動がなかった場合、大量の資源ごみは利用されずに地下 
に眠ったままであろう。こう考えれば、いままでの彼／彼女らの活動は、廃棄物処理の欠陥 
を補ってきたともいえる。しかし、これまでの「拾荒人」や「回収人」の活動は評価されず、 
彼／彼女らは度々行政管理の排除の対象となり、生活が不安定な状況に置かれてきた。こう 
した不利な状況のなかで、「拾荒人」や「回収人」は、「第三空間」で粘り強く自らの生を織 
り成している。中国においては、都市と農村、都市住民と農民の格差構造がいっこうに改善 
されず、農村で生きる人々がなかなか構造化された貧困から抜け出せない現実がある。廃品 
回収の仕事は、都市社会に進出した農民が自らを社会から完全に離脱させないように、次へ 
のステップアップを図るための「踊り場」なのである。
写真の撮影地：中国瀋陽市
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